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④くまむら
急流と鍾乳洞の里「球磨村」

Kuma Village Public Relations広報

球磨村は

「日本で最も美しい村」連合

に加盟しています

施政方針・一般会計当初予算
平成 30 年度

フォトリポート

小学校卒業証書授与式

小中学校入学式



＊ Monthly Pick Up Topics ＊

今月の

表紙
　澄みきった青空に映える
純白の花。梨の花が毎床地
区一帯に咲き誇りました。
毎床地区では、急傾斜の地
形を利用して、ブランド梨

「一勝地梨」がつくられてい
ます。毎年この美しい花が、
桜とともに春の訪れを教え
てくれます。一面に広がる
その美しさは見る人の心を
ひきつけています。
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急流と鍾乳洞の里「球磨村」

球磨村は熊本県の南部にあります。九州最大の鍾乳洞「球
泉洞」や村の中央を球磨川が流れ、眼下に雄大なパノラ
マが広がる自然豊かな遊びの宝庫です。穏やかに、緩や
かに、人と自然が調和した悠久のロマンが、今も受け継
がれています。

広報 くまむら

晴天の中、参拝者が健康を祈願
柴立姫神社大祭

　晴天の中、柴立姫神社大祭が４月 19 日、同神社で開催
され、多くの参拝者が訪れました。
　大祭は旧暦３月４日と決められ、毎年地域住民をはじめ、
村外からも多くの人が参拝します。「柴

し ば が み

神さん」の呼び名で
親しまれる柴立姫神社は、子宝や安産、婦人病、腰から下
の病にご利益があるといわれています。
　参拝に訪れた柴

し ば た て

立薫
かおる

さん（福岡県）は「バイクで球磨村に
来た際に神社に立ち寄った。名字だけでなく、大祭の開催
日（旧暦）も自分の誕生日と同じで縁を感じた。20 年近く
大祭に参加しているが、今後も参加したい」と話しました。

お祓いを受ける参拝者
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施
政
方
針

平
成
30
年
度

　本村では、災害に強いむらづくりを目指し、平成 28年度より実施してい

る村民防災ブロック会議を通じて村民に対し自助・共助の精神を醸成すると

共に、９月に球磨村復興まちづくり計画を策定し、指定緊急避難所の機能強

化などについて村の方向性を示しました。今後さらに関係機関と連携し、激

甚化する災害などに対応してまいります。

　また、平成 27年度より実施している球磨村まち・ひと・しごと創生総合

戦略に基づく事業についても継続して取り組んでいますが、国の補助金など

が圧縮される中、村内の魅力ある資源などを最大に活用し、英知を結集し、

さらに前進してまいります。

　このように、国・県、共に厳しい財政事情の中ではありますが、私が目標

とする５つのテーマに沿って、主要施策と予算の概要について申し上げます。

・共助のむらづくり

・農林業の振興と観光資源の活用

・安心、安全な暮らしの環境づくり

・高齢者にやさしいむらづくり

・子どもはむらの宝

５つのテーマ
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自
立
し
た
特
色
あ
る
活
発
な
地
域

づ
く
り
の
推
進

　

本
村
だ
け
で
な
く
、
全
国
的
に
核
家
族

化
や
価
値
観
の
多
様
化
、
地
域
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
の
希
薄
化
・
脆
弱
化
に
よ
り
、
地
域

や
家
族
が
持
っ
て
い
た
共
助
の
機
能
が
低

下
し
、
子
ど
も
や
高
齢
者
の
見
守
り
、
環

境
美
化
な
ど
の
地
域
課
題
に
対
す
る
解
決

力
の
低
下
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
分
野
で
多

く
の
問
題
が
生
じ
て
い
る
と
感
じ
て
い
ま

す
。

　

共
助
の
む
ら
づ
く
り
支
援
事
業
補
助
金

は
、
地
域
別
や
団
体
で
活
用
し
、
さ
ま
ざ

ま
な
活
動
が
展
開
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

今
後
さ
ら
に
、
地
域
の
祭
り
や
環
境
美

化
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
活
動
を
通
じ
て
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
深
め
、
自
立
し
た

特
色
あ
る
活
発
な
地
域
づ
く
り
が
推
進
さ

れ
る
こ
と
を
期
待
し
、
継
続
し
て
支
援
し

て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
「
日
本
で
最
も
美
し
い
村
」
の

推
進
活
動
を
図
り
な
が
ら
、
将
来
に
お
い

て
村
民
一
人
一
人
が
日
本
で
最
も
美
し
い

村
と
し
て
の
誇
り
を
持
ち
、
生
き
生
き
と

し
た
活
発
な
地
域
活
動
が
行
わ
れ
る
よ
う

な
つ
な
が
り
の
あ
る
地
域
づ
く
り
を
展
開

し
、
心
豊
か
な
村
を
築
い
て
い
く
こ
と
を

目
指
し
ま
す
。

創
出
と
人
材
育
成
、
村
民
所
得
の
向
上
を

目
的
と
し
て
、
村
有
林
10
㌶
の
伐
採
と
造

林
整
備
を
行
う
法
正
林
化
の
整
備
を
は
じ

め
、
持
続
で
き
る
適
正
な
森
林
整
備
を

行
っ
て
い
く
う
え
で
、
木
材
産
業
に
か
か

る
基
盤
整
備
を
計
画
的
、
か
つ
効
率
的
に

進
め
て
い
き
ま
す
。

　

林
道
開
設
は
、
県
営
事
業
で
林
道
岡
大

槻
線
、
林
道
川
島
大
岩
線
の
開
設
が
行
わ

れ
て
い
ま
す
が
、
村
営
事
業
と
し
て
は
、

林
道
東
俣
線
開
設
事
業
を
着
実
に
進
め
つ

つ
、
既
設
路
線
の
舗
装
や
改
良
に
も
取
り

組
み
ま
す
。
ま
た
、
受
益
者
が
行
う
農
道
・

作
業
道
の
舗
装
に
つ
い
て
は
、
引
き
続
き

生
コ
ン
を
支
給
し
ま
す
。

　

水
産
業
で
は
、
廃
業
さ
れ
た
養
魚
池
を

活
用
し
、
山
で
育
ま
れ
た
源
流
水
を
使
っ

た
ヤ
マ
メ
な
ど
の
養
殖
に
取
り
組
み
、
雇

用
の
場
づ
く
り
と
、
特
色
あ
る
農
山
村
の

再
生
に
引
き
続
き
取
り
組
み
ま
す
。

　
村
の
特
色
を
活
か
し
た
農
林
水
産

業
の
振
興

　

現
在
、
新
規
就
農
者
に
よ
る
団
体
が
設

立
さ
れ
、
研
修
会
や
視
察
な
ど
、
熱
心
な

取
り
組
み
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

新
規
就
農
者
の
確
保
や
担
い
手
の
育
成

に
つ
い
て
は
、
引
き
続
き
関
係
機
関
と
の

連
携
を
図
り
、
農
業
次
世
代
人
材
投
資
事

業
な
ど
を
活
用
し
、
意
欲
あ
る
農
業
経
営

者
の
支
援
を
進
め
ま
す
。

　

農
業
所
得
の
向
上
で
は
、
高
齢
者
で
も

稼
げ
る
農
業
の
推
進
と
し
て
、
甘
長
唐
辛

子
、
薬
草
の
ミ
シ
マ
サ
イ
コ
な
ど
の
７
品

種
の
振
興
作
物
や
、
洋
も
の
野
菜
の
栽
培

を
推
進
し
、
村
で
は
奨
励
作
物
育
成
助
成

金
と
し
て
、
生
産
部
会
へ
の
助
成
を
行
い
、

支
援
し
ま
す
。

　

ま
た
、
奨
励
作
物
栽
培
講
習
会
と
併
せ

て
種
苗
代
を
支
援
し
、
耕
作
放
棄
地
の
未

然
防
止
、
球
磨
村
の
気
候
、
土
壌
に
あ
っ

た
作
物
の
生
産
、
取
り
組
み
へ
の
意
欲
向

上
を
図
り
ま
す
。

　

農
林
業
に
被
害
を
及
ぼ
す
有
害
鳥
獣
捕

獲
事
業
で
は
、
深
刻
化
す
る
被
害
を
防
止

す
る
た
め
に
、
駆
除
隊
に
よ
る
被
害
防
止

対
策
を
強
化
し
ま
す
。

　

木
材
産
業
が
低
迷
す
る
な
か
で
、
村
の

貴
重
な
財
産
を
守
り
受
け
継
い
で
い
く
こ

と
は
、
私
た
ち
の
大
切
な
役
割
で
す
。

　

平
成
25
年
度
か
ら
取
り
組
ん
だ
雇
用
の

共
助
の
む
ら
づ
く
り

地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
活
性
化

　

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
醸
成
、
地
域
の
活
動

拠
点
を
整
備
し
て
い
く
た
め
、
村
有
施
設

改
修
の
取
り
組
み
や
、
地
域
の
公
民
館
・

学
習
セ
ン
タ
ー
の
改
修
、
地
域
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
の
活
性
化
に
向
け
、
こ
れ
ま
で
の
分

会
の
組
織
を
生
か
し
、
村
内
全
域
で
６
つ

の
分
館
を
設
置
し
て
、
ス
ポ
ー
ツ
行
事
や

地
域
防
災
体
制
の
強
化
を
図
る
た
め
に
、

公
民
館
活
動
に
対
す
る
助
成
を
行
い
ま

す
。

　

ま
た
、
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
維
持
向

上
と
行
政
と
の
円
滑
な
運
営
を
図
る
た
め

の
班
長
活
動
費
助
成
や
地
域
課
題
の
把

握
、
地
域
活
動
づ
く
り
の
助
言
な
ど
、
行

政
と
地
域
と
の
連
携
強
化
の
た
め
の
行
政

区
担
当
職
員
制
度
を
継
続
し
て
実
施
し
ま

す
。

共助のむらづくり支援事業補助金を活用した地域の祭り

農
林
業
の
振
興
と

観
光
資
源
の
活
用

昨年復活した黒白地区のヤマメ養魚場
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商
工
業
の
振
興
対
策
で
は
、
商
工
会
へ

の
プ
レ
ミ
ア
ム
付
き
商
品
券
の
発
行
の
助

成
と
、
住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
助
成
に
引
き
続

き
取
り
組
み
ま
す
。

　

ま
た
、
渡
駅
隣
の
レ
ン
タ
ル
オ
フ
ィ
ス
、

一
勝
地
駅
隣
の
チ
ャ
レ
ン
ジ
シ
ョ
ッ
プ
設

置
に
よ
り
、
新
規
創
業
の
促
進
、
雇
用
の

創
出
、
移
住
促
進
、
交
流
人
口
の
拡
大
に

よ
る
地
域
活
性
化
を
図
っ
て
い
き
ま
す
。

観
光
・
環
境
資
源
を
活
か
し
た
取

り
組
み
の
推
進

　

地
域
観
光
資
源
の
活
用
と
し
て
、
日
本

の
棚
田
百
選
に
選
ば
れ
た
松
谷
棚
田
に
棚

田
百
選
農
地
保
全
支
援
員
を
配
置
し
、
荒

廃
し
た
農
地
の
再
生
に
向
け
美
し
い
棚
田

の
景
観
整
備
に
取
り
組
み
ま
す
。

　

「
日
本
で
最
も
美
し
い
村
」
推
進
事
業

で
は
、
こ
れ
ま
で
球
磨
川
沿
線
の
国
道
や

県
道
、
肥
薩
線
沿
い
や
、
公
共
施
設
周
辺

の
景
観
整
備
に
努
め
て
き
ま
し
た
。
そ
の

肥
薩
線
は
、
ユ
ネ
ス
コ
世
界
文
化
遺
産
に

関
す
る
諮
問
機
関
で
あ
る
イ
コ
モ
ス
の
国

内
委
員
会
が
、
明
治
時
代
の
貴
重
な
鉄
道

施
設
群
と
し
て
昨
年
12
月
に
日
本
の
20
世

紀
遺
産
に
選
定
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
歴
史

的
、
文
化
的
な
価
値
を
有
す
る
肥
薩
線
を

Ｓ
Ｌ
人
吉
号
、
い
さ
ぶ
ろ
う
・
し
ん
ぺ
い

号
、
か
わ
せ
み
・
や
ま
せ
み
、
そ
し
て
ク

ル
ー
ズ
ト
レ
イ
ン
な
な
つ
星
も
運
行
し
て

い
ま
す
。
春
に
は
桜
、
夏
に
は
涼
し
げ
な

球
磨
川
、
秋
は
モ
ミ
ジ
を
楽
し
む
観
光
客

が
増
え
る
よ
う
に
、
自
然
豊
か
な
球
磨
村

の
観
光
資
源
と
し
て
磨
き
を
か
け
ま
す
。

　
村
民
と
共
に
考
え
、
つ
く
り
あ
げ

る
「
防
災
ま
ち
ひ
と
づ
く
り
」

　

こ
れ
ま
で
、
抜
本
的
な
治
水
対
策
と
、

急
傾
斜
地
対
策
に
つ
い
て
は
、
国
・
県
に

対
し
、
毎
年
要
望
を
行
っ
た
結
果
、
球
磨

川
流
域
の
宅
地
等
水
防
災
事
業
や
内
水
排

水
対
策
事
業
、
急
傾
斜
地
崩
壊
対
策
事
業

な
ど
が
実
施
さ
れ
て
お
り
、
永
年
の
願
い

で
あ
っ
た
渡
小
川
川
の
改
修
と
渡
地
区
の

内
水
被
害
対
策
に
つ
い
て
、
導
流
堤
と
３

箇
所
の
ポ
ン
プ
が
完
成
す
る
な
ど
、
治
水

対
策
、
治
山
対
策
、
砂
防
対
策
は
、
一
歩

一
歩
、
着
実
に
向
上
し
て
い
ま
す
。
今
後

も
村
民
が
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
生
活
基
盤

の
整
備
の
充
実
に
向
け
て
、
全
力
で
取
り

組
み
ま
す
。

　

平
成
29
年
９
月
策
定
の
復
興
ま
ち
づ
く

り
計
画
に
基
づ
き
、
都
市
防
災
総
合
推
進

事
業
で
指
定
緊
急
避
難
所
の
機
能
整
備
と

強
化
に
取
り
組
み
ま
す
。
平
成
29
年
度
は

指
定
緊
急
避
難
所
の
球
磨
村
公
民
館
高
沢

分
館
の
調
査
設
計
に
入
っ
て
お
り
、
神
瀬

地
区
避
難
所
、
役
場
防
災
セ
ン
タ
ー
の
調

査
な
ど
も
今
後
、
順
次
進
め
て
い
き
ま
す
。

ま
た
、
防
災
力
向
上
の
た
め
に
は
、
自
助
・

共
助
・
公
助
は
必
要
不
可
欠
で
す
。
ハ
ー

ド
事
業
と
並
行
し
て
、
消
防
組
織
力
強
化

の
取
り
組
み
と
村
民
一
人
一
人
の
自
主
防

災
意
識
の
醸
成
が
肝
要
で
す
。

　

平
成
28
年
６
月
に
球
磨
川
水
害
タ
イ
ム

ラ
イ
ン
試
行
版
が
完
成
し
、
平
成
29
年
２

月
に
は
、
洪
水
運
用
版
の
完
成
、
６
月
に

は
、
梅
雨
前
線
性
降
雨
対
応
版
が
完
成
し

た
と
こ
ろ
で
す
が
、
引
き
続
き
精
度
を
上

げ
る
た
め
検
討
を
続
け
て
ま
い
り
ま
す
。

　

さ
ら
に
村
で
は
、
河
川
の
氾
濫
、
土
砂

災
害
、
山
間
地
の
孤
立
対
策
と
並
行
し
て

村
民
の
皆
さ
ん
が
「
自
分
の
命
は
自
分
で

守
る
」
と
い
う
防
災
意
識
の
醸
成
を
図
り
、

共
に
考
え
、
作
り
上
げ
る
「
防
災
ひ
と
・

ま
ち
づ
く
り
」
を
目
指
す
た
め
に
、
球
磨

村
村
民
防
災
会
議
を
設
置
し
ま
す
。
ま

た
、
村
全
体
が
連
携
し
た
防
災
対
策
を
推

進
す
る
こ
と
を
目
的
に
、
校
区
ご
と
の
５

ブ
ロ
ッ
ク
会
議
を
設
け
、
地
域
の
課
題
を

発
見
し
、
地
域
の
防
災
力
向
上
を
図
る
た

め
、
引
き
続
き
検
討
を
続
け
て
い
き
ま
す
。

さ
ら
に
、
自
主
防
災
組
織
の
立
ち
上
げ
に

つ
い
て
も
支
援
し
て
い
き
ま
す
。

　

　

そ
し
て
、
５
月
の
急
流
と
鍾
乳
洞
の
里

ま
つ
り
、
６
月
の
棚
田
オ
ー
ナ
ー
制
度
の

田
植
え
、
８
月
の
日
本
一
の
大
鮎
釣
り
選

手
権
大
会
、
10
月
の
ふ
れ
あ
い
ま
つ
り
く

ま
む
ら
、
11
月
の
エ
メ
ラ
ル
ド
グ
リ
ー
ン

ウ
ォ
ー
ク
は
、
球
磨
村
の
大
イ
ベ
ン
ト
と

し
て
定
着
し
つ
つ
あ
り
ま
す
が
、
今
後
も

都
市
と
の
交
流
、
交
流
人
口
の
拡
大
に
つ

な
が
る
よ
う
推
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

太
陽
光
発
電
シ
ス
テ
ム
と
木
質
バ
イ
オ

マ
ス
ボ
イ
ラ
ー
の
導
入
が
完
了
し
た
一
勝

地
温
泉
か
わ
せ
み
で
は
、
労
務
管
理
を
徹

底
し
、
働
き
や
す
い
職
場
環
境
づ
く
り
も

進
め
な
が
ら
、
経
営
全
般
を
総
合
的
に
捉

え
、
抜
本
的
な
会
社
の
再
生
に
向
け
た
経

営
改
革
の
た
め
、
事
業
再
生
計
画
に
基
づ

き
、
こ
れ
か
ら
も
売
り
上
げ
向
上
へ
の
取

り
組
み
と
、
経
営
を
支
援
し
て
い
き
ま
す
。

一勝地温泉かわせみに設置された木質バイオマスボイラー

安
心
安
全
な
暮
ら
し

の
環
境
づ
く
り

熊本県総合防災訓練で行われた住民による避難訓練

施政方針
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財
政
運
営
の
責
任
主
体
と
な
り
、
国
保
の

運
営
を
担
う
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
今
後

も
、
若
い
世
代
か
ら
の
生
活
習
慣
病
予
防

対
策
や
、
病
気
の
重
症
化
予
防
に
努
め
る

た
め
に
、
き
め
細
や
か
な
支
援
を
行
い
、

医
療
費
の
伸
び
を
抑
制
す
る
と
と
も
に
、

保
険
税
の
適
正
な
賦
課
と
収
納
対
策
に
取

り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

　

介
護
保
険
事
業
に
つ
い
て
は
、
介
護
保

険
の
円
滑
な
運
営
を
確
保
す
る
と
共
に
、

高
齢
者
が
地
域
で
自
立
し
た
生
活
を
継
続

し
て
い
く
こ
と
が
で
き
る
よ
う
地
域
包
括

ケ
ア
シ
ス
テ
ム
の
深
化
・
推
進
を
図
り
ま

す
。
ま
た
、
ふ
れ
あ
い
サ
ロ
ン
事
業
と
健

康
づ
く
り
出
前
講
座
を
継
続
し
、
介
護
予

防
の
充
実
と
、
高
齢
者
の
健
康
づ
く
り
に

対
す
る
意
識
高
揚
を
図
り
、
活
動
を
通
じ

た
地
域
づ
く
り
を
推
進
し
ま
す
。

　

生
活
支
援
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
と
共
に

高
齢
者
の
生
活
を
地
域
で
支
え
、
助
け
合

う
仕
組
み
を
構
築
す
る
生
活
支
援
体
制
整

備
事
業
の
推
進
や
、
介
護
予
防
・
日
常
生

活
支
援
総
合
事
業
・
相
談
支
援
業
務
な
ど

に
対
応
す
る
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
の

機
能
強
化
に
努
め
ま
す
。

防
災
対
策
の
強
化
と
防
災
機
器
整

備
の
推
進

　

球
磨
川
の
増
水
や
、
地
震
・
台
風
な
ど

の
自
然
災
害
へ
の
迅
速
な
対
応
は
不
可
欠

で
す
。
不
測
の
事
態
へ
の
備
え
や
、
防
災

行
動
計
画
策
定
の
た
め
、
高
度
な
専
門
的

知
識
や
経
験
、
優
れ
た
識
見
を
有
す
る
防

災
管
理
官
を
配
置
し
、
引
き
続
き
、
防
災

協
力
隊
と
共
に
、
防
災
意
識
の
醸
成
、
啓

発
、
訓
練
な
ど
に
取
り
組
み
ま
す
。

　

消
防
で
は
、
防
火
水
槽
の
整
備
な
ど
、

機
動
力
を
高
め
る
機
器
整
備
の
推
進
と
、

消
防
団
員
の
さ
ら
な
る
資
質
向
上
を
図
る

た
め
、
幹
部
の
各
種
研
修
会
へ
の
参
加
や

団
員
の
訓
練
に
取
り
組
み
ま
す
。

村
有
林
の
法
正
林
化
に
よ
る
安
心

安
全
な
水
資
源
の
確
保

　

地
域
で
管
理
さ
れ
て
い
る
水
道
施
設
で

は
、
本
村
の
緑
豊
か
な
自
然
の
中
か
ら
生

み
出
さ
れ
る
貴
重
な
財
産
で
あ
る
村
有
林

の
処
分
時
に
生
れ
る
収
益
の
一
部
を
、
こ

れ
ま
で
森
林
を
大
事
に
育
て
て
い
た
だ
い

た
皆
さ
ん
へ
の
恩
返
し
を
目
的
と
し
て
水

資
源
活
用
基
金
に
積
み
立
て
て
い
ま
す
。

水
道
施
設
が
抱
え
る
安
心
安
全
な
水
資
源

確
保
な
ど
、
諸
問
題
解
決
の
財
源
と
し
て

活
用
し
、
引
き
続
き
還
元
し
て
い
き
ま
す
。

　

ま
た
、
村
営
の
簡
易
水
道
事
業
は
、
老

朽
化
し
た
配
水
管
の
耐
震
化
に
つ
い
て

も
、
水
資
源
活
用
基
金
な
ど
を
活
用
し
、

平
成
30
年
度
か
ら
計
画
的
に
進
め
、
安
全

な
水
の
供
給
に
取
り
組
み
ま
す
。

　
健
康
保
持
・
増
進
の
た
め
の
各
種

事
業
の
実
施

　

高
齢
者
の
願
い
は
、
健
康
で
い
つ
ま
で

も
住
み
慣
れ
た
地
域
で
、
家
族
と
、
地
域

の
皆
さ
ん
と
共
に
語
ら
い
、
生
き
が
い
を

持
ち
な
が
ら
過
ご
し
て
い
け
る
こ
と
だ
と

思
い
ま
す
。

　

健
康
保
持
増
進
の
た
め
に
は
、
疾
病
の

早
期
発
見
・
早
期
治
療
が
必
要
不
可
欠
で

あ
り
、
引
き
続
き
各
種
検
診
、
健
康
教
室
、

栄
養
教
室
、
健
康
相
談
な
ど
を
含
め
た
健

康
増
進
事
業
に
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

　

な
お
、
国
民
健
康
保
険
事
業
に
つ
い
て

は
、
国
民
皆
保
険
を
将
来
に
わ
た
っ
て
堅

持
す
る
た
め
に
医
療
保
険
制
度
改
革
が
な

さ
れ
、
平
成
30
年
度
か
ら
、
都
道
府
県
が

高
齢
者
に
や
さ
し

い
む
ら
づ
く
り

栄養バランスを考えた料理を作るいきいき元気栄養教室

住民の貴重な交通手段となっているコミュニティバス

誰
も
が
地
域
で
安
心
し
て
暮
ら
せ

る
環
境
づ
く
り

　

高
齢
者
福
祉
に
つ
い
て
は
、
平
成
30
年

度
か
ら
３
年
間
の
第
７
期
高
齢
者
福
祉
及

び
介
護
保
険
事
業
計
画
に
基
づ
き
生
涯
現

役
社
会
の
実
現
と
自
立
支
援
、
健
康
づ
く

り
の
推
進
、
認
知
症
に
な
っ
て
も
安
心
し

て
暮
ら
せ
る
体
制
づ
く
り
、
安
心
し
て
暮

ら
せ
る
た
め
の
医
療
と
介
護
の
連
携
・
充

実
、
地
域
の
実
情
に
応
じ
た
多
様
な
サ
ー

ビ
ス
の
充
実
を
基
本
目
標
と
し
て
取
り
組

み
ま
す
。

　

障
害
者
福
祉
に
つ
い
て
は
、
障
害
の
あ

る
な
し
に
関
わ
ら
ず
、
誰
も
が
地
域
で
安

心
し
て
生
き
生
き
と
生
活
で
き
る
環
境
の

整
備
、
活
動
参
加
の
機
会
の
確
保
を
図
っ

て
い
き
ま
す
。

　

子
ど
も
か
ら
お
年
寄
り
ま
で
の
交
通
弱

者
対
策
と
し
て
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
を

運
行
し
て
お
り
、
通
院
や
買
い
物
な
ど
、

高
齢
者
を
中
心
に
貴
重
な
交
通
手
段
と

な
っ
て
い
ま
す
。

　

高
齢
者
や
障
害
の
あ
る
人
な
ど
単
独
で

は
公
共
交
通
機
関
の
利
用
が
困
難
な
人
を

対
象
に
、
ド
ア
・
ツ
ー
・
ド
ア
の
移
送
支

援
と
し
て
、
引
き
続
き
、
福
祉
有
償
運
送

に
も
取
り
組
み
ま
す
。
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安
心
し
て
子
育
て
が
で
き
る
環
境

づ
く
り

　

保
護
者
は
、
安
心
し
て
子
ど
も
を
産
み

育
て
ら
れ
る
環
境
や
、
子
ど
も
た
ち
が
安

心
し
て
学
校
生
活
を
送
る
こ
と
が
で
き
る

施
設
と
子
ど
も
た
ち
の
可
能
性
を
広
げ
る

学
習
環
境
を
強
く
望
ま
れ
て
い
ま
す
。

　

若
い
世
代
の
意
見
を
反
映
し
た
誰
も
が

誇
り
を
持
て
る
む
ら
づ
く
り
の
た
め
に
、

定
住
促
進
を
図
っ
て
い
き
ま
す
。

　

住
ま
い
の
確
保
策
と
し
て
、
神
瀬
久
保

鶴
団
地
と
一
勝
地
永
崎
団
地
の
空
き
区
画

に
村
有
住
宅
を
建
設
し
、
定
住
人
口
の
増

加
を
図
っ
て
い
き
ま
す
。
空
き
家
の
増
加

に
伴
い
、
景
観
や
防
犯
で
の
問
題
が
あ
る

た
め
、
空
き
家
で
利
活
用
で
き
る
も
の
は
、

移
住
定
住
へ
の
一
助
と
な
る
よ
う
に
空
き

家
バ
ン
ク
制
度
に
引
き
続
き
取
り
組
み
ま

す
。

　

児
童
福
祉
に
お
い
て
は
、
乳
幼
児
の
健

や
か
な
成
長
を
願
う
と
と
も
に
、
働
く
保

護
者
の
た
め
に
は
、
県
内
の
他
市
町
村
と

比
較
し
て
も
、
大
幅
な
軽
減
を
行
っ
て
い

る
保
育
料
に
よ
る
経
済
的
支
援
と
、
多
様

化
す
る
保
育
ニ
ー
ズ
に
合
わ
せ
て
、
延
長

保
育
を
は
じ
め
と
す
る
保
育
所
で
実
施
す

る
取
り
組
み
や
、
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

の
運
営
に
対
す
る
支
援
に
、
引
き
続
き
取

り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

　

保
護
者
の
負
担
軽
減
策
と
し
て
、
子
ど

も
医
療
費
は
、
一
部
の
人
を
除
く
18
歳
ま

で
助
成
、
児
童
・
生
徒
の
給
食
費
は
、
２

分
の
１
を
補
助
、
出
生
児
祝
金
支
給
に
も

引
き
続
き
取
り
組
み
ま
す
。

　

学
校
施
設
は
、
子
ど
も
た
ち
が
安
心
し

て
生
活
で
き
、
安
全
に
利
用
で
き
る
よ
う

積
極
的
に
改
修
・
改
築
に
取
り
組
ん
で
い

き
ま
す
。
渡
小
学
校
で
は
、
ト
イ
レ
大
規

模
改
修
工
事
を
行
い
ま
す
。

　

義
務
教
育
課
程
に
お
い
て
は
、
子
ど
も

た
ち
の
生
き
る
力
を
育
む
教
育
の
実
践
の

た
め
、
確
か
な
学
力
の
育
成
、
健
康
な
体

の
育
成
、
豊
か
な
心
の
醸
成
、
信
頼
さ
れ

る
学
校
づ
く
り
、
教
育
環
境
の
充
実
の
５

つ
の
重
点
目
標
に
取
り
組
み
ま
す
。

子
ど
も
は
む
ら
の
宝

渡小で行われた柳詰村長とのテレビ会議

グ
ロ
ー
バ
ル
化
に
対
応
し
た
教
育

環
境
づ
く
り

　

国
際
化
の
急
速
な
進
展
や
高
度
情
報
通

信
社
会
の
到
来
な
ど
、
子
ど
も
た
ち
を
取

り
巻
く
社
会
が
急
激
に
変
化
す
る
中
で
、

Ｉ
Ｃ
Ｔ
化
を
推
進
し
、
社
会
で
必
要
な
情

報
活
用
能
力
を
確
実
に
身
に
付
け
て
社
会

に
送
り
出
す
と
い
う
、
学
校
教
育
の
責
務

を
果
た
す
と
と
も
に
、
教
員
が
子
ど
も
た

ち
と
向
き
合
う
時
間
を
増
や
し
、
学
力
の

向
上
を
図
り
ま
す
。
そ
の
た
め
に
、
小
中

学
校
で
Ｉ
Ｃ
Ｔ
支
援
員
派
遣
事
業
の
継
続

と
と
も
に
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
環
境
の
充
実
を
図
り
、

子
ど
も
た
ち
の
可
能
性
を
広
げ
る
学
習
環

境
づ
く
り
に
取
り
組
み
ま
す
。

　

ま
た
、
子
育
て
支
援
の
観
点
で
、
家
庭

で
の
学
習
時
間
や
、
親
子
で
語
り
合
う
時

間
を
増
や
す
な
ど
、
家
庭
環
境
の
改
善
、

充
実
を
図
り
ま
す
。
さ
ら
に
、
平
成
30
年

度
か
ら
ス
タ
ー
ト
さ
せ
る
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

ス
ク
ー
ル
を
通
し
て
、
地
域
と
と
も
に
あ

る
学
校
づ
く
り
を
推
進
し
ま
す
。

　

グ
ロ
ー
バ
ル
化
に
対
応
し
た
教
育
環
境

づ
く
り
を
進
め
る
た
め
、
小
学
校
に
お
け

る
英
語
教
育
の
拡
充
と
、
中
学
校
に
お
け

る
英
語
教
育
の
高
度
化
な
ど
、
英
語
教
育

全
体
の
充
実
を
図
り
、
児
童
生
徒
の
将
来

的
な
可
能
性
を
広
げ
る
た
め
、
課
題
を
解

決
す
る
た
め
の
思
考
力
・
判
断
力
・
表
現

力
の
育
成
に
努
め
ま
す
。
ま
た
、
生
徒
が

中
学
校
を
卒
業
す
る
ま
で
に
、
英
語
検
定

３
級
の
取
得
を
目
指
し
、
引
き
続
き
受
験

料
を
支
援
し
ま
す
。

　

学
習
支
援
員
を
配
置
し
、
個
々
の
状
態

に
応
じ
た
決
め
細
や
か
な
特
別
支
援
教
育

を
推
進
し
、
子
ど
も
も
保
護
者
も
、
安
心

し
て
学
校
生
活
を
送
る
こ
と
が
で
き
る
支

援
体
制
づ
く
り
に
取
り
組
み
ま
す
。

住
民
福
祉
の
向
上
と
行
政
需
要
に

対
応
す
る
行
財
政
改
革

　

行
政
改
革
に
つ
い
て
は
、
行
政
改
革
大

綱
に
沿
っ
て
、
住
民
福
祉
の
向
上
に
繋
が

る
行
政
改
革
を
推
進
し
て
い
き
ま
す
。
ま

た
、
厳
し
い
財
政
状
況
の
中
で
、
新
た
な

行
政
課
題
や
多
様
化
す
る
行
政
需
要
に
対

応
す
る
た
め
、
最
小
の
経
費
で
最
大
の
効

果
を
挙
げ
ら
れ
る
よ
う
、
職
員
一
人
一
人

が
コ
ス
ト
意
識
を
持
つ
と
と
も
に
、
組
織

の
ス
リ
ム
化
と
効
率
的
な
行
政
シ
ス
テ
ム

の
構
築
を
目
指
し
ま
す
。

　

財
政
面
で
は
、
毎
年
、
依
存
財
源
が
約

８
割
を
占
め
て
い
る
中
で
、
自
主
財
源
と

な
る
村
税
や
料
金
収
入
な
ど
の
確
保
に
当

た
っ
て
は
、
課
税
客
体
の
的
確
な
把
握
と

適
正
な
賦
課
に
努
め
、
納
税
意
識
の
高
揚
、

収
納
向
上
対
策
の
強
化
を
図
り
、
収
納
率

の
向
上
と
、
そ
れ
ぞ
れ
の
基
金
の
趣
旨
に

即
し
た
有
効
な
運
用
に
努
め
ま
す
。

　

ま
た
、
ふ
る
さ
と
寄
付
金
に
つ
い
て
は
、

平
成
30
年
度
か
ら
寄
付
金
事
業
の
運
営
を

外
部
委
託
し
、
返
礼
品
の
開
拓
・
開
発
や
、

寄
付
を
お
考
え
の
皆
さ
ん
へ
の
さ
ま
ざ
ま

な
Ｐ
Ｒ
な
ど
に
積
極
的
に
取
り
組
み
、
寄

付
額
８
千
万
円
を
目
標
と
し
ま
す
。

行
財
政
運
営

施政方針
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平成 30 年度一般会計当初予算

32
　平成 30 年度の一般会計当初予算は、総額 32 億 8,500 万円で、前年度に比べ１億 3,500 万円増額の計上となり

ました。

　歳入では、村税などの自主財源が６億 8,661 万 8 千円（20.9％）、地方交付税交付金などの依存財源が 25 億 9,838

万２千円（79.1％）となっています。

　歳出では、民生費が８億 4,180 万８千円、総務費が７億 6,149 万４千円、農林水産業費が３億 6,792 万５千円、

土木費が２億 4,859 万９千円、教育費が２億 1,825 万６千円などとなっています。

　本年度は新規事業として、村公民館分館への助成や自主防災等活動補助事業などが計画されています。

【歳入】

村税　村民税、固定資産税、軽自動車税、

たばこ税など村に収める税金

繰入金　会計の収支不足を補うために基金

や特別会計から充当されるお金 

繰越金　前年度から繰り越されたお金　

地方交付税交付金　全ての市町村が一定の

行政サービスを行えるように国が交付する

お金

村債　特定の事業のため借り入れるお金

県・国庫支出金　事業を行うため国や県か

ら交付されるお金

【歳出】

議会費　議会運営に使う予算

総務費　村の行政、財産、選挙、企画、税の徴収などの予算

民生費　村民の福祉の向上のための予算

衛生費　ごみの処理や健康づくりのための予算

農林水産業費　農林水産業振興のための予算

商工費　商工、観光振興のための予算

土木費　道路や橋、河川、公営住宅などの整備に要する予算

消防費　広域消防本部への負担金や消防団施設整備などに要

する予算

教育費　学校教育や生涯学習などの予算

災害復旧費　大雨などで発生した災害の復旧にあてる予算

公債費　村の借金（村債）を返済する予算

知っておきたい財政用語

歳入 歳出

村税 (7.4%)
２億 4,386 万９千円 

繰入金 (5.8%)
１億 9,000 万円

その他 (6.2%)
２億 274 万９千円

地方交付税交付金(51.3%)
16 億 8,500 万円

依存財源 (79.1%)
25 億 9,838 万２千円

村債 (6.9%)
２億 2,620 万円

県支出金 (9.3%)
３億 431 万 3 千円

国庫支出金 (8.7%)
２億 8,776 万８千円

その他 (2.9%)
9,510 万１千円

自主財源 (20.9%)
６億 8,661 万８千円

議会費 (1.8%)
6,050 万２千円

総務費 (23.2%)
７億 6,149 万４千円

民生費 (25.6%)
8 億 4,180 万８千円

衛生費 (6.9%)
2 億 2,718 万 3 千円

農林水産業費 (11.2%)
３億 6,792 万５千円

商工費 (0.6%)
2,155 万６千円

土木費 (7.6%)
２億 4,859 万９千円

消防費 (4.4%)
１億 4,354 万３千円

教育費 (6.6%)
2 億 1,825 万６千円

災害復旧費 (0.1%)
51 万２千円

公債費 (11.6%)
３億 8,062 万円

その他 (0.4%)
1,300 万２千円

繰越金 (1.5%)
5,000 万円

億 8,500 万円
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■共助のむらづくり支援事業補助金　　   200 万円

■日本で最も美しい村づくり推進費   680 万 3 千円

■村公民館分館助成金　　　　　　　　   120 万円

共助のむらづくり

地域の活性化と住民自らの活動を推進します

■神瀬大岩線改良事業　　　　　　　   4,500 万円

■大無田線改良事業　　　　　　　　　3,700 万円

■毎床越線改良事業　　　　　　　　　2,000 万円

■神瀬高沢線舗装事業　　　　　　　　1,000 万円

■共同給水施設整備事業　　　　　　　   400 万円

■安心安全な飲料水推進事業　　　　　   250 万円

■林道川島大岩線改良事業　　　　　　2,500 万円

■防災行政無線施設整備調査・設計事業

　　　　　　　　　　　　　　　　　　1,100 万円

■消防団積載車更新　　　　　　　　　   450 万円

■旧高沢小学校体育館耐震診断・耐震改修設計事業                

　　　　　　　　　　　　　　　　　　   430 万円

■自主防災等活動補助事業　　　　　　   100 万円

■防災士育成補助事業　　　　　　　　　  10 万円

道路網の整備や自主防災意識の醸成などに取り組み
ます

平成 30 年度の主な事業

■コミュニティバス事業　　　　   3,383 万 2 千円

■老人福祉施設措置事業　　　　   1,937 万 6 千円

■介護予防拠点施設整備事業　　　　　1,790 万円

■敬老年金事業　　　　　　　　　  783 万 1 千円

■障害者福祉サービス等事業  1 億 6,203 万 7 千円

笑顔でいつまでもいきいきと暮らせるよう高齢者の
生きがいづくりに取り組みます

農林業の振興による村民所得の向上と貴重な地域資
源を活用した観光資源に取り組みます

■中山間地域等直接支払事業　　　　      807 万円

■農業次世代人材投資事業　　　　   787 万 5 千円

■森林環境保全直接支援事業　　   3,371 万 5 千円

■立木売払事業　　　　　　　　　　　2,376 万円

■有害鳥獣捕獲事業　　　　　　　　　1,498 万円

■間伐等森林整備促進対策事業　　　　1,400 千円

■公有林整備事業　　　　　　　　　　1,057 万円

■産業振興対策事業（農業・林業）　　 906 万 7 千円

■住宅リフォーム助成事業　　　　　　   300 万円

■プレミアム商品券事業　　　　　　　   300 万円

■観光客誘致事業　　　　　　　　　　   300 万円

安心して子ども育てられる環境づくりと可能性を広げる学習環境づくりに取り組みます

■定住促進住宅事業　　　　 　　　　  4,800 万円

■保育所運営費　　　　　　  1 億 8,722 万 2 千円

■児童手当事業　　　　 　　　　　　  4,832 万円

■子ども医療費事業　　　　　　　　　1,560 万円

■病児・病後児保育事業　　　　　  864 万 6 千円

■延長保育促進事業　　　　 　　　 298 万 4 千円

■出生児祝金事業　　　　　　　　　　   200 万円

■ ICT 教育事業　　　　 　　　　 1,448 万 2 千円

■学校給食助成金事業　　　　　　  647 万 5 千円

■英語検定受験支援事業　　　　　　 25 万 5 千円

※黒字は本年度の新規事業

高齢者にやさしいむらづくり

安心安全な暮らしの環境づくり

農林業の振興と観光資源の活用

子どもはむらの宝
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一
勝
地
小

渡
　
小

平成 29 年度小学校卒業証書授与式

　渡小と一勝地小の卒業証書授与式が３月 22 日、各校の体育館で開催され、渡小 20 人、一勝地小 14 人の卒業生が、

６年間のさまざまな思い出が詰まった学び舎を巣立ちました。

　卒業証書を受けとった卒業生一人一人が「看護師になりたい」「プロ野球選手になりたい」など、輝いた瞳で将来

の夢を発表しました。

　卒業生退場では、在校生や先生、保護者などからの盛大な拍手に包まれながら、卒業生たちは、しっかりと前を向

き、それぞれの夢への扉に向かって歩いていきました。

１しっかりと前を向き退場す

る卒業生２卒業生より学校へ

記念品の贈呈３在校生から卒

業生へ贈る言葉４松
まつおか

岡里
のりよし

益校

長から卒業証書の授与５・６

卒業生による門出の詩

１在校生から卒業生へ贈る歌

２斉
さいとう

藤紳
し ん じ

二校長から卒業証書

の授与３・６卒業生による門

出の詩４学校生活最後の校歌

斉唱５盛大な拍手に包まれな

がら退場する卒業生

溢れる思いを胸に６年間の学び舎を卒業

１２３

４

５６

１２３

４

６ ５
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平成 30 年度小中学校入学式

１新入生の氏名発表で、元気に返事をする児童（一勝

地小）２・４・10 温かい拍手で迎えられる新入生３内

布副村長より黄色い帽子の贈呈を受ける児童（一勝地

小）５入学のお祝いの言葉に「ありがとうございます」

と元気に答える新入生（渡小）６児童代表歓迎のこと

ばを真剣に聞く新入生（渡小）７・11 学校長の式辞や

来賓あいさつを落ち着いた態度で聞く新入生（球磨中・

一勝地小）８新入生の誓いの言葉を力強く述べる市
い ち は な

花

あこさん（球磨中）９初めての校歌斉唱（渡小）

期待に胸膨らませ、新たな生活のスタート
　

春
の
暖
か
い
陽
気
の
中
、
村
内
小
中
学

校
で
入
学
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

球
磨
中
学
校
は
４
月
９
日
に
、
小
学
校

は
４
月
10
日
に
行
わ
れ
、
新
入
生
（
球
磨

中
33
人
、
一
勝
地
小
14
人
、
渡
小
14
人
）

が
期
待
に
胸
を
膨
ら
ま
せ
、
新
た
な
生
活

の
ス
タ
ー
ト
を
切
り
ま
し
た
。

　

温
か
い
拍
手
で
迎
え
ら
れ
た
新
入
生
た

ち
は
、
緊
張
の
面
持
ち
で
し
た
が
、
先
生

か
ら
名
前
を
呼
ば
れ
る
と
「
は
い
！
」
と

元
気
な
声
で
返
事
を
し
ま
し
た
。
ま
た
、

児
童
代
表
の
歓
迎
あ
い
さ
つ
で
は
、
先
輩

か
ら
頼
も
し
く
優
し
い
言
葉
が
あ
り
ま
し

た
。

　

こ
れ
か
ら
新
入
生
た
ち
は
、
学
校
生
活

で
の
さ
ま
ざ
ま
な
経
験
を
通
し
、
一
歩
一

歩
、
少
し
ず
つ
成
長
し
て
い
き
ま
す
。

１

２

３

７

４

５

６

８

９

10

11
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　球磨村地域おこし協力隊の活動報告会が３月 27 日、
球磨村コミュニティセンター清流館で開催され、地域住
民や村関係者などが参加しました。
　平成 28 年４月から、地域おこし協力隊に着任した
榎
え の も と

本信
し ん や

矢さんが、村のツーリズムコーディネーターとし
てのこれまでの活動を報告しました。榎本さんは自身が
村のさまざまな情報発信や特産品の販売システムの開発
準備などに取り組む中での課題や目標を話しました。
　任期の最後となる本年度は、村の集落支援取り組み事
例集の作成などを目指します。

村での２年間の活動を報告
球磨村地域おこし協力隊活動報告会

活動を報告する榎本さん

　水産資源確保や釣りなどを通した人々のふれあいの
場の提供を目的としたヤマメの放流が３月 22 日と 23
日の２日間、球磨川支流の村内８河川で行われました。
　今回、㈱球磨村ふるさと振興公社が黒白地区の養魚
場で育てている体長 20 ～ 24㌢程のヤマメの成魚２千
匹が放流されました。
　放流を行った養魚場勤務の山

や ま だ

田勉
つとむ

さんは「放流した
ヤマメが、きれいな川の中で元気に育ってほしい。村
外からも釣り人が多く訪れ、観光の一助となればうれ
しい」と話しました。

成魚２千匹を村内８河川に放流
ヤマメ放流

河川に放流される活きの良いヤマメ

Kuma Village Topics ＊＊＊ こんなことがありました ＊＊＊

　川
か わ し ま

島スミさん（川島地区）が３月 25 日、自宅でめで
たく百歳を迎え、柳詰村長から敬老祝金の贈呈を受け
ました。
　柳詰村長からは「球磨村の母・人生の先輩として、
これからも私たちをご指導ください。今後ますます健
康で長寿を重ねられることを願っています」とあいさ
つをされました。
　川島さんは、大正７年生まれで、現在も元気に一人
暮らしをされています。この日は、集まった親族の皆
さんと一緒に、百歳のお祝いをされました。

元気に迎えためでたい百歳
敬老祝金の贈呈

柳詰村長から敬老祝金の贈呈を受ける川島さん

　第 14 回「さくらドーム」杯ゲートボール大会（球磨村
ゲートボール協会主催）が、３月 28 日と 29 日の２日間、
さくらドームで開催され、村内外から 20 チームが出場し、
優勝を競いました。
　試合は、２コートに分かれて行われ、各チームの声掛け
や声援などもあり、どの試合も白熱した展開を見せました。
　主催した嶽

た け も と

本正
ま さ し

司会長は「遠くは、鹿児島県からも参加
してもらっている。この大会が、高齢者の健康づくりや参
加者同士の交流、技術力向上の場になってもらえたらうれ
しい」と話しました。

ドームに快音と元気な声が響く
第 14 回「さくらドーム」杯ゲートボール大会

ゲート通過を狙い、慎重に玉を打つ選手
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事業名 内　容 補助率等 採択用件

田畑等整備事業

狭小な棚田を１枚にし、作業効率の高い

田・畑に改良することで、労働環境の改

善と安定した農業経営を図る。

田畑等整備事業と一体的に整備する搬入

路（農道）整備事業で、農業経営の安定と

生産意欲の向上を図る。

田畑等整備事業と一体的に整備する用排

水路の修繕・改修事業で、農業用水の確

保や水利用の安定化、合理化を図る。

30％以内

・田（10 ａ当り）

　上限 30 万円

・畑（10 ａ当り）

　上限 15 万円

・用排水路

　上限 20 万円

　下限２万円

・米生産数量目標に即し

　た生産を行っている人

・村税等完納者

水田等畦畔整備事業

未整備で作業効率の低い水田などを対象

に実施することで、労力の軽減につなが

り、農業経営の安定を図る。コンクリー

ト整備事業に加え、畦楽ガード整備事業

も補助対象とする。

30％以内

上限 20 万円

下限 2 万円

・米生産数量目標に即し

　た生産を行っている人

・村税等完納者

獣害対策事業

（電気牧柵設置）

イノシシ、シカなどの獣による農作物の

被害を防止することで、農業経営の安定

を図る。

30％以内

上限 20 万円

下限 2 万円

・10 ａ以上

・村税等完納者

果樹園造成事業

（苗木購入補助）

果樹苗木購入に対して補助を行うこと

で、投資の軽減・果樹園の造成集積を図

り、農業経営の安定と農業所得の増大を

図る。

30％以内

上限 20 万円

下限 2 万円

・1 団地 10 ａ以上

・１品目 20 本以上

・村税等完納者

農道等整備事業

農道等の整備を行うことで、農作業の軽

減と、農地の高度利用・農業者の経営安

定を図る。

事業費の 30％以内

延 長 50m 未 満 の 場

合

上限 20 万円

下限 2 万円

・農道や耕作路などの新

　設、改修

・村税等完納者

“がんばる農家”支援事業（球磨村産業振興対策事業）

農業経営の安定を目的に、次のとおり平成 30 年度の補助事業を行います。ぜひご活用ください。

※申請には、見積書や着工前の現地写真が必要になります。事前にお問い合わせください。

問い合わせ　産業振興課農業係　☎（32）1115
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■出身地：水篠地区

■趣　味：DIY、子育て

■特　技：ソフトテニス

■村民の皆さんへ一言

教育委員会事務局に臨時職

員として、３年間勤めてい

ました。球磨村の良さをた

くさん見つけていきたいと

思います。お気軽にお声掛

けください。

新 規 採 用 職 員 の ご 紹 介
本年度、新規採用となった職員を紹介します。

横
よ こ た に

谷 明
さ や か

香 (36) 浦
う ら の

野 由
ゆ き

紀 (28)

住民福祉課地域包括支援
係主事兼福祉係

■出身地：湯前町

■趣　味：料理、ハーブガー

　デン作り、ウォーキング

■特　技：特になし

■村民の皆さんへ一言

村外出身ですが、早く地区

名などを覚えて、村民の皆

さんのお役に立てるように

頑張ります。よろしくお願

いします。

教育課学校教育係主事兼
総務係

　
■出身地：永椎地区

■趣　味：サッカー

■特　技：ソフトボール

■村民の皆さんへ一言

初めてのことばかりで戸惑

いもありますが、住民の皆

さんに頼りにされるよう精

一杯努力していきます。皆

さんとの出会いを大切にし

て頑張りますので、よろし

くお願いします。

永
な が し い

椎 陽
ひ な こ

南子 (19)

産業振興課農業係主事

皆 さ ん よ ろ し く お 願 い し ま す
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後期高齢者医療制度の対象となる人

　75 歳以上の人（75 歳の誕生日から自動的に加入）

　65 ～ 74 歳までの人で一定の障害がある人（障害認定については申請が必要です）

平成 30・31 年度の保険料率（平成 29 年度より据え置き）

　保険料率は２年ごとに見直され、熊本県内で均一となります。平成 30・31 年度の保険料率は次のとおりです。

　【均等割額】　47,900 円　　【所得割率】　9.26％

平成 30 年度は保険料軽減内容が見直されます

　所得が低い人や被用者保険加入者に扶養されていた人の保険料は、継続して軽減されますが、一部軽減割合などが

見直されます。

世帯内の被保険者と世帯主の前年の総所得金額などの合計額 軽減割合
33 万円
を超えない場合

世帯内の被保険者全員が年金収入 80 万円以下（その他各種所得なし）の場合 ９割軽減
上記以外の人 8.5 割軽減

33 万円＋（27 万５千円×世帯の被保険者数）を超えない場合 ５割軽減
33 万円＋（50 万円×世帯の被保険者数）を超えない場合 ２割軽減

【所得割額の軽減】

　保険料所得割額を負担する人のうち、被保険者の総所得金額などが「基礎控除（33 万円）+58 万円」を超えない

人は、保険料の所得割額の軽減がなくなりました（昨年度の２割軽減から見直されました）。

【被扶養者の軽減】

　後期高齢者医療制度の加入前日まで、被用者保険（市町村国保、国保組合は対象外）の被扶養者であった被保険者

については、特例措置として均等割額が５割軽減となります（昨年度の７割軽減から５割軽減に見直されました）。

※平成 30 年度の保険料額は７月に本算定を行い、保険料額決定通知書を送付します。

後期高齢者医療被保険者の皆さんへ

医療機関の適切な受診のお願い

　現在、休日や夜間に救急医療への受診が増え、緊急性の高い重症の患者さんの治療に支障をきたしています。治療

の必要な人が安心して医療が受けられるように、医療機関の受診や薬局での薬の調剤の際は、次のことに注意しましょ

う。

注意事項

①診療時間内に受診しましょう！

　体調がすぐれない場合は、軽い症状でも昼間の診療時

間内に受診しましょう。休日や夜間に救急外来を受診す

ることで、重症の患者さんへの対応が遅れたり、支払う

医療費も高くなります。

②かかりつけの医師を持ちましょう！

　かかりつけの医師を持ち、気になることがあったら早

めに相談しましょう。

③重複する検査や投薬は体に悪影響を与えます！

　同じ病気で複数の医療機関を受診することは、重複す

る検査や投薬で医療費を増やすだけでなく、かえって体

に悪影響を与えてしまう心配があります。

④ジェネリック医薬品をお勧めします！

　後発医薬品（ジェネリック医薬品）は、先発医薬品と

同等の効能・効果を持ち、費用も安くすみます。ジェネリッ

ク医薬品を希望する場合は「ジェネリック医薬品希望カー

ド」を医療機関や薬局に提示し、利用について相談しま

しょう。

⑤お薬手帳などを活用しましょう！

　薬には副作用があります。複数の薬を使用する場合は、

飲み合わせによって副作用が強くでることもあります。

お薬手帳の活用などにより、すでに処方している薬を医

師や薬剤師に伝え、飲み合わせには注意しましょう。ま

た、薬が余っている場合は、医師や薬剤師に相談しましょ

う。

問い合わせ　健康衛生課保険医療係　☎ (32)1139
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５月 21 日（月）

時間 場所

8:40 ～ 茶屋相良橋堤防

8:50 ～ 鵜口入口

9:00 ～ 大無田消防詰所前

9:15 ～ 大無田沖鶴線交差点

9:30 ～ 大久保

9:40 ～ 松谷消防詰所

9:50 ～ 小長野スクールバス停

10:00 ～ 毎床記念碑前

10:20 ～ 遠原公民館

10:45 ～ 那良公民館

10:50 ～ 那良口橋

11:00 ～ 友尻バス停

13:00 ～ 一勝地小体育館

13:10 ～ 松舟

13:25 ～ 田代公民館

13:40 ～ ふれあい球里橋

13:45 ～ 野々原 NTT 中継所

13:55 ～ 中屋公民館

14:00 ～ 吐合学習センター

14:10 ～ 中津公民館

14:20 ～ 黄檗公民館

14:35 ～ 日隠学習センター

14:40 ～ 岳本分館

14:50 ～ 黒白バス停

平成 30 年度　狂犬病予防注射の日程

■狂犬病予防注射での注意点

①集合場所での接種が原則です。

②予防接種の可否は自分で判断せず、必ず獣医師へ判断してもらってください。注射を行う獣医師へ判断してもらっ

　ても構いません。

③狂犬病予防・注射票と問診票を必ず持参してください。問診票は、注射票の裏面に印刷してあります。

④注射の際、飼い犬を抑えられない人が見受けられますので、日頃から犬の世話をしている人が連れてきてください。

５月 22 日（火）

時間 場所

8:35 ～ 板崎橋

8:40 ～ 浦野

9:00 ～ 蔵谷

9:10 ～ 高沢堂前

9:20 ～ 横井

9:35 ～ 大槻

9:50 ～ 立野スクールバス停

10:00 ～ 糸原公民館

10:10 ～ 水篠

10:20 ～ 島田 NTT 中継所

10:35 ～ 馬場公民館

13:00 ～ 中園丸尾橋

13:10 ～ 岡（椎葉）村道終点

13:30 ～ 椎屋公民館

13:50 ～ 渡多目的集会施設

14:10 ～ 峯消防詰所前

14:20 ～ 地下公民館

14:30 ～ 運動公園入口

14:50 ～ 栗林踏切付近

15:00 ～ 内布スクールバス停

５月 23 日（水）

時間 場所

8:40 ～ 大坂間堂

8:45 ～ 淋スクールバス停

8:50 ～ 池下

9:10 ～ 田頭公民館前

9:20 ～ 向淋村道入口

9:30 ～ 小谷旧ドライブイン

9:40 ～ 大瀬公民館

9:50 ～ 蔀公民館

10:00 ～ 和田

10:10 ～ 神瀬多目的集会施設

10:15 ～ 上原公民館

10:20 ～ 神原橋

13:15 ～ 松野

13:20 ～ 四蔵

13:30 ～ 日当橋

13:35 ～ 大岩林道起点

13:50 ～ 箙瀬

13:55 ～ 伊高瀬

14:10 ～ 楮木

14:25 ～ 川島（中道）

■狂犬病の現状

　現在でも世界中で、狂犬病により毎年５万人以上の人が亡くなっています。これは、球磨郡の人口とほぼ同じです。

現在でも治療方法はなく、発症すれば、ほぼ 100％死に至る病気です。日本では、昭和 32 年以降、狂犬病の発症

は確認されていませんが、国境を越えた人や物の流通が盛んに行われている現代では、国内に狂犬病が侵入する危険

性は常に存在しています。感染拡大を防止するため、犬の登録と狂犬病予防接種は必ず行いましょう。

問い合わせ　健康衛生課生活環境係　☎ (32)1139

狂犬病予防接種は飼い主の義務です！
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　平成 20 年度より特定健診がスタートし、健診受診率 65％を目標に取り組んできました。近年、健

診を受けていない人で突然重い病気を発症する人が見受けられます。村では、健診を受けた人に個別

で結果説明を行い、健康づくりの支援を行っています。皆さんの健康を守るためにも健診を受診しま

しょう。

各年度の取り組みは次のとおりです。

■平成 21・22 年度

　集団検診後に追加検診を実施。

■平成 23 年度～

　夜間に地域座談会を開催。未受診者訪問や個別通知を

　行った。

■平成 24 年度～

　未受診者訪問に力を入れる。個別で健診を受けたいとの

　要望から病院における個別健診を開始。結果説明会を全

　て個別で行った。

■平成 28 年度～

　球磨村診療所で受診を勧めていただき、個別健診受診が

　増えた。

　健診を受けない理由で一番多いものが「病院にかかっているから」です。特定健診は、血管の傷み具合を予測し、

病気の予防・重症化予防に取り組むために受けるものです。治療中の人でも球磨村診療所や人吉医師会の受託医療機

関で受けることができますので、ぜひ、特定健診を受けて自分の体に目を向けましょう ( 特定健診の結果は必ずかか

りつけの先生に見せてください）。

病院にかかっている人は受けなくていいの ?

　ご存知ですか ? 健診を受けている人と受けていない人の治療費を比較すると、その差は 17,910 円と大きく、な

んと 4.3 倍です。また、特定健診の検査項目を全部受けると約１万円かかりますが、自己負担額は千円で済みます。

皆さんのお財布に優しいお得な健診です。まずは、健診を受けてみませんか ?

お得な健診！その差はなんと 4.3 倍！

球磨村の特定健診受診率と
県内町村における順位

（国保特定健診データより）

33.7

43.7

52.1 51.2 50.5
43.9

54.3 54.8
57.8

28位

19位

11位 12位 14位

12位

10位 10位
7位

あと 56 人の受診で
目標に達します！

％

（単位：円）

定健診受診率 

問い合わせ　健康衛生課保健予防係　☎ (32)1139

受診率は上がってきています！

65％
を目指して

特定健診の受診の有無と生活習慣病治療にかかっているお金
（平成 28 年度 KDB データより）

5,461

23,371

その差はなんと
約 4.3 倍 !!

特
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４月 25 日（水）の回覧文書で、健康診査希望調査票（ピンク色）を配布します。

個人で受けるより、かなりお得な住民健診です。自分の健康を守るためにもぜひ受けましょう！

集　団　健　診
（村内各施設で行う健診車による健診）

個　別　健　診
（医療機関で受ける健診）

日　程 会　場 日　程 会　場

８月 31 日（金）　神瀬福祉センターたかおと ９月～ 12 月 　人吉市内の契約医療機関

９月１日（土） 　球磨村コミュニティセンター清流館

９月～１月

　球磨村診療所

　※ただし、インフルエンザ予防接種

　　期間は、実施できない場合があり

　　ます。また、医療機関により実施

　　日は異なります。

９月２日（日） 　球磨村コミュニティセンター清流館

９月３日（月） 　田舎の体験交流館さんがうら

９月４日（火） 　渡多目的集会施設

９月５日（水） 　渡多目的集会施設

健　診　項　目 健　診　項　目

　特定健診・若者健診・後期高齢者健診に加え、各種

　がん検診など（肺がん・胃がん・腹部超音波・大腸

　がん・乳がん・子宮頚がん・前立腺がん・骨粗しょう

　症・肝炎ウイルスなど）も同時に受けられます。

　特定健診・後期高齢者健診

　※がん検診は、子宮頚がんと乳がんのみとなります。

メ　リ　ッ　ト メ　リ　ッ　ト

　１日でいろいろな健診が、お得に受けられます。 　都合に合わせて通院時などに受けることができます。

※社会保険等被扶養者の人でも特定健診を希望する人は受診券を持参すると特定健診を受けることができます。

　４月 25 日（水）の回覧文書で、対象者や料金、契約医療機関などの詳細をお伝えしますので、ご覧ください。

問い合わせ　健康衛生課保健予防係　☎ (32)1139

平成 30 年度　住民健診のお知らせ
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お
知
ら
せ

情報の窓口

　

春
は
野
鳥
の
繁
殖
期
で
す
。
巣
立
ち
し

た
ひ
な
が
地
面
に
落
ち
て
い
る
の
を
見
か

け
た
場
合
は
、
近
く
に
姿
が
見
え
な
く
て

も
親
鳥
が
世
話
を
し
て
い
ま
す
の
で
拾
わ

な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

　

熊
本
県
で
は
５
月
10
日
㈭
か
ら
の
１
カ

月
間
を
指
導
取
締
強
化
月
間
と
定
め
、
違

法
捕
獲
な
ど
の
防
止
に
取
り
組
ん
で
い
ま

す
。
野
生
鳥
獣
や
鳥
類
の
卵
は
、
法
律
に

よ
り
許
可
を
受
け
た
も
の
以
外
は
、
原
則

と
し
て
捕
獲
な
ど
が
禁
止
さ
れ
て
い
ま

繁
殖
期
の
野
鳥
保
護
お
よ
び
指
導

取
締
強
化
月
間

　

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
球
磨
で
は
、
来
春
の
新

規
学
校
卒
業
者
の
採
用
を
予
定
・
検
討
さ

れ
て
い
る
事
業
所
を
対
象
に
、
新
規
学
校

卒
業
者
対
象
求
人
申
込
み
の
た
め
の
亊
業

主
向
け
説
明
会
を
開
催
し
ま
す
。

期
日　

５
月
24
日
㈭

時
間　

午
後
２
時
～
午
後
４
時

　
　
　

（
受
付
は
午
後
１
時
30
分
か
ら
）

場
所　

あ
さ
ぎ
り
町
須
恵
文
化
ホ
ー
ル

対
象
者　

事
業
主
・
人
事
担
当
者

※
事
前
申
込
を
お
願
い
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
球
磨
学
卒
係

☎
（
２
４
）
８
６
０
９

新
規
学
校
卒
業
者
求
人
申
込
み
の

た
め
の
事
業
主
向
け
説
明
会

　

い
き
い
き
元
気
栄
養
教
室
を
開
催
し
ま

す
。

実
施
日　

５
月
28
日
㈪

時
間　

午
前
10
時
～
午
後
２
時

場
所　

神
瀬
福
祉
セ
ン
タ
ー
た
か
お
と

内
容　

栄
養
の
バ
ラ
ン
ス
を
考
え
た
食
事

　
　
　

づ
く
り
、
軽
い
運
動

参
加
費　

５
０
０
円

持
参
物　

エ
プ
ロ
ン
・
タ
オ
ル
・
飲
み
物

申
込
締
切　

５
月
21
日
㈪

申
込
先
・
問
い
合
わ
せ　

住
民
福
祉
課
福
祉
係　

☎
（
３
２
）
１
１
１
２

※
ふ
れ
あ
い
サ
ロ
ン
ス
タ
ッ
フ
に
も
お
尋

　

ね
く
だ
さ
い
。

い
き
い
き
元
気
栄
養
教
室

す
。
県
民
の
皆
さ
ん
の
ご
理
解
と
ご
協
力

を
お
願
い
し
ま
す
。

　

な
お
、
野
生
鳥
獣
（
メ
ジ
ロ
・
ホ
オ
ジ

ロ
な
ど
）
の
愛
が
ん
飼
養
目
的
の
捕
獲
は
、

鳥
獣
の
乱
獲
を
助
長
す
る
お
そ
れ
が
あ
る

こ
と
か
ら
許
可
し
て
い
ま
せ
ん
。
平
成
24

年
３
月
31
日
ま
で
に
、
許
可
を
得
て
捕
獲

し
た
使
用
登
録
済
み
の
個
体
は
、
更
新
手

続
き
を
行
う
こ
と
で
、
引
き
続
き
飼
養
で

き
ま
す
。
詳
し
く
は
、
産
業
振
興
課
ま
た

は
熊
本
県
球
磨
地
域
振
興
局
森
林
保
全
課

に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ

産
業
振
興
課
林
業
係

☎
（
３
２
）
１
１
１
５

球
磨
地
域
振
興
局
森
林
保
全
課

☎
（
２
４
）
４
１
９
０

球磨村共助のむらづくり支援事業補助金のお知らせ

　本村では、住民総参加による創意と工夫により、「活力ある共助のむらづくり」や「日本で最も美しいむらづくり」

を推進するため、「球磨村共助のむらづくり支援事業補助金」を交付し、行政区や班、集落、地域コミュニティ組織

などのさまざまな活動を予算の範囲内で支援していく予定です。

◆支援の対象となる活動

・地域内外の交流を目的とした夏祭り、運動会などの

　イベント開催

・美しいむらづくりを目的とした花いっぱい運動、美

　化作業、清掃作業などの生活環境整備

・高齢者支援や健康づくりのための活動

・防犯、防災、交通安全のための活動　など

◆補助率と限度額

・補助率：10 分の 10

・限度額：100,000 円

◆活用例

◎地区内のゴミ拾いや除草作業を行いたい！

⇒軍手・ホウキ・刈払機の替刃の購入費、刈払機の燃

　料代などを助成します。

◎地域の夏祭りを開催したい！

⇒放送器具・出店器材・発電機のリース料、発電機の

　燃料代などを助成します。

◎地区で運動会を開催したい！

⇒テント・放送器具のリース料、招待状送付の切手代、

　参加賞代（消耗品に限る）、などを助成します。

◆まずはお気軽にご相談ください！

　詳しくは、行政区担当職員や企画振興課企画広報係までご相談ください。

問い合わせ　企画振興課企画広報係　☎ (32)1114
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相
　
　
談

こ
こ
ろ
の
悩
み
相
談

　

保
健
師
が
相
談
に
応
じ
ま
す
。

期
日　

５
月
17
日
㈭

時
間　

午
後
１
時
30
分
～
午
後
４
時
30
分

場
所　

役
場
や
自
宅

※
相
談
は
予
約
制
で
す
。
ま
ず
は
電
話
で

　

住
民
福
祉
課
地
域
包
括
支
援
係
ま
で
お

　

申
込
み
く
だ
さ
い
。

相
談
内
容

　

出
産
の
不
安
・
子
ど
も
の
発
達
の
心
配
、

子
育
て
の
悩
み
・
子
ど
も
の
不
登
校
・
介

護
疲
れ
・
借
金
問
題
・
家
庭
（
家
族
）
の

心
配
ご
と
・
ギ
ャ
ン
ブ
ル
や
ア
ル
コ
ー

ル
、
買
い
物
に
の
め
り
込
ん
で
や
め
ら
れ

な
い
・
職
場
・
学
校
の
対
人
関
係
の
悩
み
・

憂
鬱
な
気
分
が
続
く
・
眠
れ
な
い
・
家
庭

内
暴
力
（
妻
、
夫
、
恋
人
、
子
ど
も
）
な
ど

申
込
先
・
問
い
合
わ
せ

住
民
福
祉
課
地
域
包
括
支
援
係

☎
（
３
２
）
１
１
１
２

　

医
師
が
相
談
に
応
じ
ま
す
。

日
程

５
月
10
日
㈭

担
当
医　

村
む

ら

か

み上
良

り

ょ

う

じ慈　

医
師

場
所　

人
吉
保
健
所

５
月
25
日
㈮

担
当
医　

村む

ら

た田
良

り
ょ
う
す
け介　

医
師

場
所　

多
良
木
町
多
目
的
研
修
セ
ン
タ
ー

こ
こ
ろ
の
健
康
相
談

募
　
　
集

　

医
師
疎
通
支
援
を
担
う
手
話
通
訳
者
を

養
成
す
る
事
業
で
す
。
手
話
通
訳
者
が
増

え
る
こ
と
は
、
地
域
の
聴
覚
障
害
者
の
福

祉
発
展
に
つ
な
が
る
も
の
で
す
。
手
話
通

訳
者
を
目
指
し
て
い
る
皆
さ
ん
の
応
募
を

お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

日
時

・
入
門
過
程　

　

４
月
11
日
㈬
～
８
月
８
日
㈬
ま
で
の
毎

　

週
水
曜
日
（
全
18
回
）

　

午
後
７
時
～
午
後
９
時

・
基
礎
課
程

　

９
月
５
日
㈬
～
平
成
31
年
３
月
27
日
㈫

　

ま
で
の
毎
週
水
曜
日
（
全
28
回
）

　

午
後
７
時
～
午
後
９
時

会
場　

人
吉
商
工
会
議
所
会
館

受
講
料　

７
１
４
０
円
（
テ
キ
ス
ト
代
）

受
講
資
格　

高
等
学
校
卒
業
程
度
以
上
の
知
識
・
学
力

を
有
し
、
実
際
に
手
話
通
訳
活
動
が
可
能

な
人

受
講
申
込　

会
場
で
テ
キ
ス
ト
料
を
添
え
て
申
し
込
み

そ
の
他

受
講
者
は
必
ず
入
門
過
程
を
経
て
基
礎
課

程
を
受
講
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ

一
般
財
団
法
人
熊
本
県
ろ
う
者
福
祉
協
会

☎
０
９
６
（
３
８
４
）
５
５
８
７

手
話
奉
仕
員
養
成
事
業

　

裁
判
所
で
は
、
５
月
１
日
㈫
～
７
日
㈪

ま
で
を
憲
法
週
間
と
定
め
て
い
ま
す
。

　

憲
法
習
慣
に
合
わ
せ
て
無
料
法
律
相
談

を
実
施
し
ま
す
。

期
日　

５
月
16
日
㈬

時
間　

午
前
10
時
～
午
後
３
時

　
　
　

（
受
付
は
午
後
２
時
30
分
ま
で
）

場
所　

熊
本
地
方
・
家
庭
裁
判
所
人
吉
支

　
　
　

部

問
い
合
わ
せ

熊
本
地
方
・
家
庭
裁
判
所
人
吉
支
部

☎
（
２
３
）
４
８
５
５

無
料
法
律
相
談
会

　

こ
れ
か
ら
の
将
来
が
不
安
、
人
間
関
係

で
悩
ん
で
い
る
、
学
校
に
行
け
な
い
・
行

き
た
く
な
い
、
学
校
を
辞
め
て
し
ま
っ
た
、

働
く
気
が
お
き
な
い
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な

悩
み
や
心
配
ご
と
に
つ
い
て
ご
相
談
く
だ

さ
い
。
家
族
や
関
係
者
で
も
相
談
で
き
ま

す
。
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

期
日　

５
月
25
日
㈮

時
間　

午
前
10
時
～
午
後
４
時

　
　
　

（
午
後
３
時
30
分
ま
で
に
来
所
く

熊
本
県
子
ど
も
・
若
者
総
合
相
談

セ
ン
タ
ー
出
張
相
談
会
in
人
吉

　
　
　

だ
さ
い
）

場
所　

球
磨
総
合
庁
舎
中
会
議
室

料
金　

無
料

対
象　

主
に
15
歳
～
39
歳
ま
で
の
人
と
そ
の
家

族
、
友
人
、
知
人
、
支
援
者
な
ど

問
い
合
わ
せ

熊
本
県
子
ど
も
・
若
者
総
合
相
談
セ
ン

タ
ー
～
Ｃ
Ｏ
Ｃ
Ｏ
Ｎ
こ
こ
ん
～

☎
０
９
６
（
３
８
７
）
７
０
０
０

　

こ
れ
か
ら
の
熊
本
を
背
負
い
、
県
民
の

安
全
・
安
心
を
担
う
人
材
を
募
集
し
ま
す
。

試
験
区
分　

①
警
察
官
Ａ　

②
警
察
行
政

受
付
期
間　

①
４
月
26
日
㈭
～
５
月
25
日
㈮

②
４
月
26
日
㈭
～
５
月
11
日
㈮

一
次
試
験
日　

①
７
月
８
日
㈰　

②
６
月
24
日
㈰

受
験
資
格

①
・
昭
和
61
年
４
月
２
日
以
降
に
生
ま
れ

　
　

た
人

　

・
大
学
卒
業
ま
た
は
平
成
31
年
３
月
末

　
　

ま
で
に
卒
業
見
込
み
の
人

②
・
昭
和
58
年
４
月
２
日
～
平
成
９
年
４

　
　

月
１
日
生
ま
れ
の
人

　

・
平
成
９
年
４
月
２
日
以
降
に
生
ま
れ

　
　

た
人
で
、
大
学
卒
業
ま
た
は
平
成
31

　
　

年
３
月
末
ま
で
に
卒
業
見
込
み
の
人

平
成
30
年
度
警
察
職
員
採
用
試
験

受
付
時
間　

午
後
２
時
～
午
後
３
時
（
要
予
約
）

※
１
回
に
つ
き
２
人
ま
で

問
い
合
わ
せ

人
吉
保
健
所
保
健
予
防
課

☎
（
２
２
）
３
１
０
７

申
込
先
・
問
い
合
わ
せ

人
吉
警
察
署
総
務
課

☎
（
２
４
）
４
１
１
０
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地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
の
体
制

は
次
の
と
お
り
で
す
。

【
セ
ン
タ
ー
長
】　
　
　

假か

り

や屋　

昌
し

ょ

う

こ子

【
生
活
支
援
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
】

松
ま

つ

も

と本　

憲け

ん

ご吾

【
保
健
師
】　
　
　
　
　

横
よ

こ

た

に谷　

明さ

や

か香

【
社
会
福
祉
士
】　
　
　

東
ひ
が
し　

は
づ
き

【
主
任
介
護
支
援
専
門
員
】

半は

ん

に

た

仁
田　

尚な

お

こ子

【
ふ
れ
あ
い
サ
ロ
ン
ス
タ
ッ
フ
】

那な

す須　

惠え

み美

富と

が

し樫　

睦む

つ

み美

松
ま

つ

ふ

ね舟　

真ま

ゆ

み

由
美

木き

や屋　

裕ゆ

う

こ子

蔀
し
と
み　

貞さ

だ

こ子

　

民
生
委
員
や
社
会
福
祉
協
議
会
な

ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
団
体
・
組
織
と
協

力
し
て
い
き
ま
す
。

　

今
後
も
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

を
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

包
括
だ
よ
り

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
（
住
民
福
祉
課
内
）　

☎
（
３
２
）
１
１
１
２

「
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
と
職
員

紹
介
」

　

新
年
度
１
回
目
で
は
、
地
域
包
括

支
援
セ
ン
タ
ー
の
業
務
と
、
所
属
職

員
を
紹
介
し
ま
す
。

　

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
は
、
高

齢
者
を
支
え
る
地
域
の
拠
点
と
し

て
、
介
護
・
福
祉
・
医
療
な
ど
、
さ

ま
ざ
ま
な
専
門
機
関
と
連
携
し
な
が

ら
、
主
に
次
の
業
務
を
行
い
ま
す
。

①
介
護
予
防
活
動
の
推
進

　

（
ふ
れ
あ
い
サ
ロ
ン
・
健
康
教
室

　

の
実
施
）

②
認
知
症
へ
の
早
期
対
応
や
支
援

③
相
談
対
応
・
支
援

　

（
介
護
・
医
療
・
福
祉
な
ど
）

④
高
齢
者
虐
待
の
防
止
や
対
応

⑤
消
費
者
問
題
へ
の
対
応

⑥
介
護
保
険
事
業
所
や
医
療
機
関
等

　

と
の
協
力
体
制
の
構
築

くまむらのおいしい

レシピ
このコーナーでは、学校給食で子どもたちが食べて

いる給食レシピを紹介します。皆さんもご家庭で

作ってみませんか ?

材料（４人分）

今月のレシピ

米（2.5 合）、たけのこ水煮（120g）、

鶏もも肉小間切れ（50g）、油揚げ

（25g）、にんじん（40g）、枝豆む

きみ（40g）、薄口しょうゆ（小さ

じ 1 杯と 2/3 杯）、濃口しょうゆ

（小さじ 1 杯と 2/3 杯）、みりん（小

さじ１杯と 2/3 杯）、塩（少々）、

料理酒（少々）、油（少々）

給 食

たけのこご飯

作り方

①米は少し固めに炊いておく。

②枝豆（いんげん豆でも可）は塩ゆでして水気を切っておく。

③たけのこ、にんじん、油揚げは短めの千切りにしておく。

④フライパンに油をひき、鶏もも肉を炒める（料理酒を少々加える）。

⑤鶏もも肉に火が通ったらにんじんを加え、次にたけのこ、油揚げを

　加える。

⑥調味料を加え、中火で煮る。

⑦ごはんに②と⑥をよく混ぜ込んだら出来上がり。

球磨中３年 1組

生徒たちの感想

球磨村学校給食共同調理場

管理栄養士　坂
さかぐち

口裕
ゆ う こ

子先生

たけのこの食感が

シャキシャキと歯

ごたえがあってお

いしい！

具材は、家にあるものでアレンジ
してみてください。鶏肉や油揚げ、
ちくわなど、タンパク質の多いも
のを入れると、味が良くなります。
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陽だまり
球磨村地域子育てセンター“陽だまり”
〒 869-6401球磨村大字渡乙 763（渡保育園内）
TEL：（33）0125 FAX：（33）0173 ホームページ：http://www.kmbb.jp/watari/

「ななつ星見に行ったよ」　〈神瀬保育園〉

陽
だまりサロンでは、毎回、

育児講座やフリートークな

ど、球磨村で子育て中の親子やマ

タニティーの皆さんで楽しく過ご

しています。上記の日程をご覧の

上、どうぞお気軽にご参加くださ

い。お待ちしています！（初めて参

加する人は電話でご連絡ください）

陽だまり ５月行事予定

   9 日㈬　陽だまりサロン

 16 日㈬　陽だまりサロン

 17 日㈭　３カ月児、６カ月児健診

 19 日㈯　りんごの木サークル

 23 日㈬　陽だまりサロン

 30 日㈬　陽だまりサロン

 ＊都合により変更する場合があ　

　りますのでご了承ください。

【３歳６カ月児健診】

　豪華寝台列車「ななつ星」を白石駅に園児と職員で見

に行きました。

　満開の桜と菜の花が咲き誇る中、深みのある茶色のエ

ンブレムがキラキラと輝く車両がホームに入ってくる

と、みんなが心ときめきました。「すごい！」と手を振

る私たちの姿が鏡のように映っていました。

　外から車両の中を覗いた園児からは「ベッドにふかふ

か枕がある」「食べるところにランプがついてる」など

驚きの感想が聞かれました。また、ある園児が「僕も乗

ろうかな」と言ったので、職員が「大きくなってたくさ

ん頑張れば乗れるかも」と答えると「大丈夫。僕とお兄

ちゃんでおとな１人の大きさだし、怖いって泣かんけん。

お兄ちゃんの名前が入っとるて言うと良かろ」と答えま

した。確かにその園児のお兄ちゃんの名前には「七」と

「星」が入っています。その会話に皆で大笑いしました。

　列車が出発すると、手作りの横断幕と手旗に乗客が窓

から手を振りかえしてくれました。

【陽だまりサロン】

＜乳幼児の危険について＞

＜子ども用エプロン作り＞

＜ママ誕生会＞

みんな大きくなりました！

手作りの横断幕でお出
迎え

うわぁ～かっこいい～
乗ってみたいなぁ～

ことしもよろしくはい、
チーズ！

＜茶話会＞

日常における事故などのお話しを聞きました。

今年度最後のサロンで、ママたちでお菓子を
持ち寄って茶話会をしました。

市販のハンドタオルを使ってエプロンを
作りました。

●３月の
ランチメニュー●
ケーキ寿司・からあ
げ・ポテサラ・すま
し汁

こっちの赤い列車は
乗ったことあるよ

子育て環境の変化などに対応した

保育指針が改訂されました。生き

抜く力を涵
かんよう

養し、子どもの興味や

発達の状況、保育者が今できるこ

となどを考え、具体的な目標に向

かって関わっていきます。子ども

も支持を待つだけでなく、自分で

考え行動することができるように

保育士も一緒に勉強していきます。

保育指針が変わりました
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社 協 だ よ り

　

寄
せ
ら
れ
た
寄
付

　
　

ご
遺
族
の
皆
さ
ま
に
心
よ
り
哀

　

悼
の
意
を
表
し
、
故
人
の
ご
冥
福

　

を
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。

　

〈
２
月
・
３
月
分
〉

　

川
か

わ

う

ち内　

ミ
エ
子こ　

様

　
　
　
　
　
　
　

（
故　

ス
ワ　

様
）

　

箙
え

び

ら

せ瀨　

裕
ゆ

う

す

け助　

様

　
　
　
　
　
　
　
　

（
故　

寛
ひ
ろ
し　

様
）

　

東
ひ
が
し　

利り

さ

ぶ

ろ

う

三
郎　

様　

　
　
　
　
　
　

（
故　

ス
ミ
エ　

様
）

　

伊い

だ

か髙　

義
よ

し

あ

き秋　

様　
　

　
　
　
　
　
　

（
故　

ア
キ
モ　

様
）

　

水
み

ず

し

の篠　

利と

し

み美　

様

　
　
　
　
　
　

（
故　

ヨ
シ
エ　

様
）

　　
　

皆
さ
ま
の
ご
厚
意
に
深
く
感
謝

　

申
し
上
げ
ま
す
と
と
も
に
、
地
域

　

福
祉
の
推
進
の
た
め
大
切
に
使
わ

　

せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

平
成
30
年
度　

球
磨
村
社
会
福
祉
協
議
会
事
業
計
画
・
収
支
予
算

　

３
月
19
日
に
球
磨
村
社
会
福
祉
協
議

会
の
理
事
会
、
27
日
に
評
議
員
会
が
開

催
さ
れ
、
平
成
30
年
度
の
事
業
計
画
と

収
支
予
算
が
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

　

昨
年
度
か
ら
社
会
福
祉
法
人
改
革
を

柱
と
し
た
改
正
社
会
福
祉
法
が
施
行
さ

れ
、
経
営
組
織
の
ガ
バ
ナ
ン
ス
の
強

化
、
事
業
運
営
の
透
明
性
の
向
上
、
財

務
規
律
の
強
化
、
地
域
に
お
け
る
公
益

的
な
取
り
組
み
を
実
現
す
る
責
務
な
ど

が
示
さ
れ
ま
し
た
。
本
会
も
適
切
な
役

員
・
評
議
員
の
選
任
や
会
計
監
査
対
応
、

情
報
開
示
体
制
の
整
備
、
社
会
福
祉
充

実
残
額
の
明
確
化
な
ど
、
求
め
ら
れ
て

い
る
も
の
に
適
切
に
対
応
し
て
い
き
ま

す
。

収　　入

① 会費収入 671,000

② 寄付金収入 1,400,000

③ 補助金収入 8,680,000

④ 受託金収入 12,918,000

⑤ 事業収入 453,000

⑥ 貸付事業収入 300,000

⑦ 負担金収入 1,200,000

⑧ 共同募金配分金収入 1,016,000

⑨ 介護保険収入 77,060,000

⑩ 障害福祉サービス等事業 1,010,000

⑪ 受取利息配当金収入 21,000

⑫ その他の収入 2,900,000

⑬ その他の活動収入 12,317,000

⑭ 前期未支払資金残高 63,075,000

計 183,021,000

支　　出

① 人件費支出 68,350,000

② 事務費支出 16,051,000

③ 事業費支出 20,245,000

④ 貸付事業等支出 700,000

⑤ 利用者負担軽減額 36,000

⑥ 共同募金配分金事業 1,046,000

⑦ 歳末助け合い事業費 800,000

⑧ 助成金支出 822,000

⑨ 積立資産支出 21,000

⑩ その他の活動支出 16,706,000

⑪ 当期末支払資金残高 58,244,000

計 183,021,000

【重点目標】

○法人運営の基盤強化

○住民を主体とした地域福祉の推進

○相談支援体制の強化

○災害時における関係機関との協力体制の確立

○在宅福祉サービス事業の充実

平成 30 年度事業計画

（単位：円）

（単位：円）

社
協
会
費
の
お
願
い

【
会
費
（
年
額
）
】

・
一
般
会
費　

５
百
円

・
特
別
会
員　

５
千
円

　

社
会
福
祉
協
議
会
の
事
業
は
、
村
民

の
皆
さ
ま
か
ら
寄
せ
ら
れ
た
会
費
・
寄

附
金
・
共
同
募
金
配
分
金
や
行
政
か
ら

の
補
助
金
に
よ
っ
て
支
え
ら
れ
て
い
ま

す
。

　

本
年
度
も
区
長
・
班
長
の
皆
さ
ま
に

お
願
い
し
て
、
村
内
の
各
戸
別
よ
り
社

協
会
費
を
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

　

皆
さ
ん
か
ら
寄
せ
ら
れ
た
会
費
は
、

社
会
福
祉
協
議
会
が
実
施
す
る
地
域
福

祉
事
業
を
行
う
財
源
と
し
て
活
用
さ
れ

ま
す
。
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
や
地
域
福

祉
活
動
な
ど
「
福
祉
の
む
ら
づ
く
り
」

の
実
現
に
向
け
て
の
大
切
な
財
源
で

す
。

　

社
会
福
祉
協
議
会
の
活
動
へ
の
ご
理

解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

せ
せ
ら
ぎ
温
泉

●
泉
質　

ア
ル
カ
リ
性
単
純
泉

●
効
能　

　

神
経
痛
、
筋
肉
痛
、
皮
膚
病
に
良
い

　

と
さ
れ
、
美
肌
効
果
の
高
い
温
泉

●
利
用
で
き
る
人　

　

村
内
在
住
の
65
歳
以
上
の
人

●
料
金　

１
回
百
円

●
時
間　

午
前
10
時
～
午
後
３
時
30
分

●
休
館
日　

土
・
日
・
祭
日

●
シ
ャ
ン
プ
ー
・
石
け
ん
な
ど
は
ご
持

　

参
く
だ
さ
い
。
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球磨村青年団 A youngman's power

【
肥
後
狂
句
】

減
る
ば
か
り　

同
級
生
も
あ
と
片
手

万
事
休
す　

監
視
カ
メ
ラ
が
見
と
っ
た
つ

け
ま
つ
れ
て　

畳
の
へ
り
に
当
り
よ
る

抜
か
り
は
無
い　

塩
気
多
め
の
姑
分

て
き
ぱ
き
と　

一
糸
乱
れ
ぬ
出
初
式　
　
　
　
　
　

日
當
山
岳

人
の
こ
と　

自
分
も
や
が
て
車
椅
子

物
置
小
屋　

の
ら
が
毎
晩
泊
り
来
る

た
ま
が
っ
た　

四
月
二
日
に
ま
む
し
出
た

か
た
つ
む
り　

野
菜
の
芯
を
食
て
し
ま
う　　　　
鳥
飼
竜
胆

【
川
柳
】

こ
の
雪
が　

溶
け
て
育
む　

球
磨
棚
田

弥
生
き
て　

春
告
げ
鳥
が　

鳴
き
だ
し
た

廃
校
の　

校
歌
の
梅
が　

波
に
う
か
び
て　
　
　
　

上
村
義
喜

　【
短
歌
】

白
梅
の　

気
髙
き
香
お
り
に　

包
ま
れ
て

　

朝
の
日
課
の　

新
聞
を
読
む　
　
　
　
　
　
　
　

犬
童
幸
子

子
を
育
て　

四
人
の
孫
だ
き　

気
が
つ
け
ば

　

足
腰
い
た
わ
る　

喜
寿
の
年

理
学
療
法
士
の　

免
許
を
取
得
し　

い
ざ
東
京
へ　

　

孫
は
旅
立
つ　

桜
満
開
の
あ
さ　
　
　
　
　
　
　

山
本
露
子

早
朝
に　

布
団
の
中
で　

聴
く
初
音

　

日
々
是
好
日　

感
謝
に
生
き
る

三
姉
妹　

風
呂
に
い
っ
ぱ
い　

お
も
ち
ゃ
入
れ

　

プ
ー
ル
遊
び
か　

上
る
を
知
ら
ず　
　
　
　
　
　

可
津
子

暖
か
き　

春
日
背
に
受
け　

草
を
と
る

　

こ
れ
吾
が
土
に　

生
き
る
よ
ろ
こ
び

朝
な
夕
な　

庭
廻
り
見
る　

大
き

樹
の
下
に

　

ヒ
ト
リ
シ
ヅ
カ
の　

小ち

さ
く
花
さ
く　
　
　
　
　

大
原
千
佳

文

芸
の

広

場

※
原
稿
は
、
毎
月
10
日
ま
で
に
企
画
振
興
課
へ
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

人口・世帯の動き
（４月１日現在）

人　口 前月比

世帯数（戸） 1,498 -4

人　口（人） 3,804 -25

男　性（人） 1,801 -12

女　性（人） 2,003 -13

高齢化率（％） 43.2

３
月
届
け
出
分
（
敬
称
略
）

▼
お
悔
や
み
申
し
上
げ
ま
す　

　
氏
名　
　
　
　
　

年
齢　

地
区

　

東
ひ
が
し　

ス
ミ
エ　
　

92
歳　

池
下

　
水み

ず

し

の篠　

ヨ
シ
エ　

86
歳　

水
篠

　

伊い

だ

か髙　

ア
キ
モ　

95
歳　

伊
高
瀬

　

池い

け

し

た下　

ア
キ
エ　

90
歳　

池
下

戸
籍
の
窓

平成 30 年球磨村青年団総会が開催されました！

　球磨村青年団総会が４月 7 日、石の交流館やまなみで開催され、昨年の

活動報告やことしの活動予定、役員について話し合いました。

　残念ながらことしは恒例の新入団員紹介はありませんでした（4 月からの

新入団員がいないのです（滝汗））。青年団に興味のある若人は、ぜひ近所の

青年団員にお知らせください。全力で勧誘に伺います。

　さて、4 月は別れと役員交代の季節です（実はこの広報くまむらの原稿担

当も変わっています）。ことしの総会をもって、長く在籍された中
なかわたり

渡考
た か ゆ き

之さ

んと大
お お い わ

岩誉
ほまれ

さんが退団することになりました。別れは寂しいですが、世代交

代はいつかは必ず訪れるものです。

これからも息の長い青年団であれ

るよう、新たなメンバーも迎えつ

つ活動を続けてまいりますので、

地域の皆さまのご支援とご愛顧を

お願いいたします。

　本年度、青年団長を務めます団暦

９年目の地
ぢ げ

下克
か つ な り

愛（今村地区）です。　

　皆さまには、日頃より青年団活動

にご理解とご協力をいただき、感謝

申し上げます。

　また、本団の全国大会出場の際に

は、物品販売などにご協力いただき、

大変お世話になりました。

　皆さんの期待に応えられるよう

に球磨村青年団を

引っ張って行きた

いと思います。

　1 年間よろしくお

願いします。

新団長からのごあいさつ
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球磨村公民館図書室では、１回につき１人２冊まで、２週間のレンタルができますのでぜひご利用ください。

受付日　月曜～金曜（祝日を除く）　受付時間　午前８時 30 分～午後５時

お す す め

おらおらでひとりいぐも

若竹　千佐子／著
24 歳の秋、結婚を３日後に控えた桃子さんは、

故郷を飛び出し、身体一つで上野駅に降り立っ

た。それから 50 年 ...。住み込みのアルバイト、

周造さんとの出会い、結婚、二児の誕生と成長、

そして夫の死。「この先一人でどうやって暮ら

すか。こまったぁどうすんべえ」。捨てた故郷、

疎遠になった子どもたち、亡き夫への愛。悲

しみの果てに桃子さんが辿り着いた自由とは。

（第 158 回芥川賞受賞作）

みんなの防災えほん

山村　武彦／監修者
地震が起こった時、台風がくる時、火事が起

こった時などどうしたらいいんだろう。自分

がいつでも安全な場所へ逃げられるように、

子どもから大人までわかりやすく解説してあ

るので、家族で一緒に読める本です。

＊球磨村公民館図書室＊ Kuma Village Library 問い合わせ　教育委員会　☎（32）1117

13日㈰
渡辺医院（多良木町） ☎（42）2541
権頭医院（相良村） ☎（36）0008
公立多良木病院小児科（多良木町） ☎（42）2560

20日㈪
上球磨クリニック（多良木町） ☎（42）4868
高田内科医院（錦町） ☎（38）3677
増田クリニック小児科（人吉市） ☎（22）3570

27日㈰
横山医院（多良木町） ☎（42）2132
田中医院（錦町） ☎（38）0061
たかはし小児科内科医院（人吉市） ☎（24）2222

　※坂梨歯科医院（あさぎり町）は、次のとおり休診となります。
　　日時　５月４日（金）　午前 10 時～午後４時 ☎（45）2111

休日在宅当番医　　※都合により変更になる場合がありますので、受診する人は事前に医療機関にご確認ください。

３日㈭
こんどう整形外科（あさぎり町） ☎（45）6555
脳神経外科小林クリニック（錦町） ☎（38）5670
人吉医療センター小児科（人吉市） ☎（22）2191

4日㈮
古城クリニック（水上村） ☎（44）0321
緒方医院（相良村） ☎（35）0131
増田クリニック小児科（人吉市） ☎（22）3570

5日㈯
そのだ医院（湯前町） ☎（43）2063
たかの眼科（あさぎり町） ☎（47）2550
たかはし小児科内科医院（人吉市） ☎（24）2222

6日㈰
宮原医院（多良木町） ☎（42）2082
岩井クリニック（あさぎり町） ☎（49）2181
やまむら医院（あさぎり町） ☎（45）0005

年金相談会　　問い合わせ　八代年金事務所　☎0965（35）6123／住民福祉課住民係　☎（32）1112

八代年金事務所による年金相談会が次のとおり開設されます。お気軽にご相談ください。

場　所 日　程
人吉市東西コミュニティセンター 1 日㈪、8 日㈪、15 日㈪、22 日㈪、29 日㈪
錦町社会福祉協議会（温泉センター） 17 日㈬、31 日㈬
多良木町役場（町民相談室） 10 日㈬、24 日㈬

予約受付時間　午前９時～午後５時
※３日前までに予約が必要ですので、年金手帳を準備の上、八代年金事務所までご連絡ください。なお、予約は先着順となりますので、
　相談者が多い場合はご希望に添えない場合もあります。

年金相談会　　問い合わせ　八代年金事務所　☎0965（35）6123／住民福祉課住民係　☎（32）1112

八代年金事務所による年金相談会が次のとおり開設されます。お気軽にご相談ください。

場　所 日　程
人吉市東西コミュニティセンター 7 日㈪、14 日㈪、21 日㈪、28 日㈪
錦町社会福祉協議会（温泉センター） 2 日㈬、16 日㈬、30 日㈬
多良木町役場（町民相談室） 9 日㈬、23 日㈬

予約受付時間　午前９時～午後５時
※３日前までに予約が必要ですので、年金手帳を準備の上、八代年金事務所までご連絡ください。なお、予約は先着順となりますので、
　相談者が多い場合はご希望に添えない場合もあります。

５月の乳幼児健診・年金相談会・休日在宅当番医

乳幼児健診　　問い合わせ　健康衛生課保健予防係　☎（32）1139

●３カ月児、６カ月児健診

健　診 対象者 日　程 場　所
３カ月児 平成 29 年 12 月 23 日～平成 30 年 2 月 17 日生まれ

17 日㈭ 渡多目的集会施設
６カ月児 平成 29 年 8 月 1 日～平成 29 年 9 月 30 日生まれ

受付時間　午後１時～午後１時 15 分　内容　小児科健診、身体計測、子育て・栄養相談
持参物　母子健康手帳、問診票、子どもノート、バスタオル、お出かけセット（ミルクやオムツ、着替えなど）

●こども歯科健診・フッ素塗布

健　診 対象者 日　程 場　所
1 歳 平成 29 年３月１日～平成 29 年６月 30 日生まれ

10 日㈭ 渡多目的集会施設2 歳 平成 27 年 10 月１日～平成 28 年１月 31 日生まれ
3 歳 平成 27 年 6 月 1 日～平成 27 年 9 月 30 日生まれ

受付時間　午後指定時間　内容　歯科健診、個別相談、希望者にはフッ素塗布
持参物　母子健康手帳、問診票、フェイスタオル　※上記の対象者以外の人もお呼びすることがあります。
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５月　行事予定
日 月 火 水 木 金 土

1 2 3 憲法記念日 4 みどりの日 5 こどもの日

6
急流と鍾乳洞の里まつ
り
午前 10 時～（球泉洞一帯）

7 8 9 10
区長文書
こども歯科健診・フッ素
塗布
指定時間（渡多）

球磨村議会臨時会

11 12

13
球磨中学校体育大会
午前８時 45 分～（球中グ
ラウンド）

14 15 16 17
こころの悩み相談
午後１時 30 分～（清流館）

３カ月児、６カ月児健診
午後１時～（渡多）

郡民体育祭（グラウン
ドゴルフ）
午前９時～（あさぎり町森
園カントリーパーク）

18 19

20
一勝地小学校運動会
午前８時 45 分～（一小グ
ラウンド）

渡小学校運動会
午前９時～（渡小グラウン
ド）

21 22
郡民体育祭（ゲート
ボール）
午前９時～（錦町民グラウ
ンド）

23
球磨村生涯学習講座開
講式
午後７時～（清流館）

24 25
区長文書

（広報くまむら発行）

26
郡民体育祭（ゴルフ）
午前７時 15 分～（チェリー
ゴルフ人吉コース）

27
郡民体育祭（陸上競技）
午前８時 30 分～（多良木
多目的総合グラウンド）

28
いきいき元気栄養教室
午前 10 時～（たかおと）

29 30 31

各施設の略称
清流館……球磨村コミュニティセンター清流館

渡多………渡多目的集会施設

神多………神瀬多目的集会施設

せせらぎ…高齢者生活福祉センターせせらぎ

たかおと…神瀬福祉センターたかおと

やまなみ……石の交流館やまなみ

かわせみ……一勝地温泉かわせみ

運公…………球磨村総合運動公園

さんがうら…田舎の体験交流館さんがうら

渡保…………渡保育園

こがね…こがね保育園

神保……神瀬保育園

渡小……渡小学校

一小……一勝地小学校

球中……球磨中学校

　

新
年
度
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。
新

た
な
気
持
ち
で
、
さ
ま
ざ
ま
な
こ
と
に

チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま

す
。
本
年
度
も
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願

い
し
ま
す
。

　

さ
て
、
今
月
号
か
ら
少
し
だ
け
で

す
が
、
広
報
く
ま
む
ら
の
紙
面
を
リ

ニ
ュ
ー
ア
ル
し
ま
し
た
。
皆
さ
ん
お
気

づ
き
で
し
ょ
う
か
。
「
く
ま
む
ら
の
お

い
し
い
給
食
レ
シ
ピ
」
「
く
ま
む
ら
の

隠
れ
ス
ポ
ッ
ト
を
探
そ
う
」
と
い
う
２

つ
の
新
コ
ー
ナ
ー
を
設
け
て
い
ま
す
。

　

ま
だ
ま
だ
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村

の
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力
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た
く
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ん
あ
る
と
思
い
ま
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そ
の
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け
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目
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し
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き
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い
と
思
い
ま
す
。

編集後記

昌

●このコーナーでは、村の隠れたスポットを紹介します。皆さん
　の地域にある、まだあまり知られていない穴場スポットの情報
　もお待ちしています！　　　　　　企画振興課　☎ (32)1114

山林からひょっ
こり半分だけ顔
を出している仏
様のような巨大
岩！思わず合掌
してしまいそう
です。

ここが見どころ！

ここはどこでしょう

くまむらの隠れスポットを探そう

ヒント　村道田代線、松舟地区～田代地区の間。対岸を眺めると ?
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球泉洞第二駐車場からシャトルバ

スを運行します。まつりにお越し

の方は球泉洞第二駐車場をご利用
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����� 神瀬保育園園児によるおゆうぎ

����� ストリートパフォーマンス／チャーリー西

����� ケーナコンサート

����� チェンソーアート／田中章（鹿本森林組合）

����� くまモン隊ステージ

����� ヤマメのつかみどり大会①

����� 秀岳館雅太鼓

����� くまむら観光��タイム！

����� チェンソーアート／田中章（鹿本森林組合）

����� さだまさかものまねライブ／さだまさか

����� ヤマメのつかみどり大会②

����� やうちブラザーズ・ショー／やうちブラザーズ

５月６日（日）
球泉洞一帯

① ②

１０時～
１６時

球泉洞

第二駐車場

球磨川

球泉洞休暇村

大瀬地区

駐車場のご案内

球泉洞第二駐車場からシャトルバ

スを運行します。まつりにお越し

の方は球泉洞第二駐車場をご利用

ください。


